
ちきゅうくん
平和のリング

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

意
見　
地
方
自
治
体
で
は
首
長

と
議
会
の
議
員
は
二
元
代
表
制

と
し
て
、
共
に
住
民
を
代
表
す

る
と
こ
ろ
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
権

能
の
中
で
抑
制
と
均
衡
の
取
れ

た
関
係
を
構
築
し
課
題
解
決
に

向
け
た
建
設
的
な
議
論
を
進
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
20
万
市
民
の
た

め
の
市
政
を
運
営
す
る
市
長
と

し
て
、
議
会
と
は
緊
張
感
と
信

頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
議
会
と

行
政
が
車
の
両
輪
と
な
り
、
西

東
京
市
の
さ
ら
な
る
発
展
と
課

題
解
決
に
向
け
た
建
設
的
な
議

論
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
。

問　
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
伺
う
。

答　
総
合
計
画
策
定
審
議
会
に

お
い
て
、
基
本
構
想
に
位
置
づ

け
る
基
本
理
念
や
基
本
計
画
の

検
討
を
行
っ
て
お
り
、
５
月
を

目
途
に
中
間
ま
と
め
を
作
成
し

そ
の
後
、
市
民
説
明
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を
予
定
し

て
い
る
。
計
画
策
定
の
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
子
ど
も
施
策
の
充
実
、 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の
取
組
や
デ
ジ

タ
ル
社
会
へ
の
対
応
な
ど
を
踏

ま
え
、
分
か
り
や
す
い
計
画
と

な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

問　
総
合
計
画
と
各
種
個
別
計

画
と
の
連
携
は
。

答　
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
総
合
計
画
の
目
指

す
方
向
性
等
と
整
合
を
図
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
庁
内
の
検

討
組
織
に
て
策
定
状
況
を
共
有

す
る
と
と
も
に
、
個
別
課
題
を

分
野
横
断
的
に
検
討
す
る
た
め

の
総
合
計
画
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
い
る
。 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現

検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
、

健
康
で
元
気
な
ま
ち
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
、
子
ど
も
に

や
さ
し
い
ま
ち
検
討
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
、
地
域
共
生
社
会

の
実
現
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
、
ま
ち
づ
く
り
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
５
つ
を
立

ち
上
げ
る
。
今
後
も
各
課
へ
の

調
査
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
行
い

連
携
を
図
っ
て
い
く
。

問　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策

定
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
共
有

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
、
ま
ち
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と

な
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策

定
す
る
。
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
や
目
標
、
計
画
実
現
に
向

け
た
各
計
画
に
位
置
づ
け
る
取

組
の
概
要
等
を
未
来
の
西
東
京

の
ま
ち
の
姿
と
し
て
イ
ラ
ス
ト

等
を
使
っ
て
示
す
こ
と
を
想
定

し
て
お
り
、
総
合
計
画
で
は
ま

ち
づ
く
り
の
ソ
フ
ト
部
分
、 

都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は

ハ
ー
ド
部
分
を
表
現
し
た
イ
メ

ー
ジ
を
考
え
て
い
る
。
デ
ザ
イ

ン
は
令
和
５
年
７
月
頃
を
目
途

に
案
を
取
り
ま
と
め
る
。

問　
多
摩
地
域
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
早

急
に
給
食
費
無
償
化
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　
国
に
対
し
て
法
改
正
等
も

含
め
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償

化
に
向
け
た
対
応
を
望
む
要
望

を
上
げ
た
。
国
及
び
都
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
財
源
確
保
に
つ

い
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

意
見　
行
革
を
進
め
て
お
り
財

源
は
あ
る
と
考
え
る
。
食
育
と

い
う
、
子
ど
も
が
ど
真
ん
中
の

政
策
を
市
長
は
訴
え
て
い
る
。

市
長
の
判
断
で
実
現
し
前
へ
進

め
て
も
ら
い
た
い
。

問　
高
校
生
等
ま
で
の
医
療
費

負
担
ゼ
ロ
に
つ
い
て
、
通
院
１

回
に
つ
き
200
円
の
実
費
負
担
は

ま
だ
残
っ
て
い
る
。
23
区
は
全

面
無
償
化
と
な
る
。
武
蔵
野
市
、

府
中
市
、
調
布
市
、
あ
き
る
野

市
は
所
得
制
限
撤
廃
、
通
院
200

円
撤
廃
と
す
る
。
本
市
も
早
急

に
決
断
し
て
ほ
し
い
。
見
解
は
。

答　
医
療
費
無
償
化
は
東
京
都

市
長
会
を
通
じ
て
協
議
の
場
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
た
。

引
き
続
き
都
や
国
へ
要
望
す
る
。

意
見　
武
蔵
野
市
、
府
中
市
、

調
布
市
の
よ
う
に
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

問　
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
に

基
づ
く
各
種
取
組
の
課
題
は
。

問
題
解
決
の
た
め
の
取
組
は
。

答　
平
和
推
進
に
関
す
る
条
例

の
制
定
、非
核・
平
和
都
市
宣
言
、

平
和
の
日
の
記
念
事
業
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

意
見　
戦
争
の
記
憶
を
消
し
て

は
な
ら
な
い
。
市
長
の
進
め
る

恒
久
平
和
の
願
い
を
引
き
続
き

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
接
種
体
制
と

医
療
機
関
の
状
況
は
。

答　
接
種
の
継
続
が
了
承
さ
れ

た
。 

追
加
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
追
加
接
種
可
能
な
全
て

の
年
齢
の
方
を
対
象
に
秋
か
ら

冬
に
か
け
て
１
回
接
種
を
行
い
、

重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
高
齢
者

及
び
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
、

医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設
等
の

従
事
者
の
方
は
、
春
か
ら
夏
に

か
け
て
前
倒
し
し
て
１
回
接
種

を
行
う
案
が
了
承
さ
れ
た
。
医

師
会
と
協
議
を
行
い
必
要
な
体

制
確
保
に
努
め
る
。

問　
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
取
組
は
。

答　
本
市
は
令
和
４
年
２
月
に

ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
を

宣
言
し
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定
し
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

組
を
推
進
す
る
。

問　
こ
ど
も
基
本
法
を
踏
ま
え

た
取
組
な
ど
は
。

答　
平
成
30
年
10
月
に
施
行
し

た
子
ど
も
条
例
の
理
念
を
生
か

し
、
推
進
す
る
側
面
を
備
え
た

子
育
ち
・
子
育
て
ワ
イ
ワ
イ
プ

ラ
ン
後
期
計
画
を
策
定
、
実
施
。

国
や
都
の
動
向
に
注
視
し
つ
つ

10
年
間
の
次
期
計
画
の
策
定
に

向
け
準
備
す
る
。

意
見　
子
ど
も
の
意
見
は
よ
り

子
ど
も
に
近
い
と
こ
ろ
に
い
る

基
礎
自
治
体
が
分
か
っ
て
い
る
。

政
府
に
向
け
て
積
極
的
に
子
ど

も
の
意
見
表
明
を
発
信
し
た
ほ

う
が
い
い
。

問　

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
は

地
域
に
お
け
る
新
し
い
交
流
広

場
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
市
と
し
て
の
銀
行
と
の

関
わ
り
、
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た

調
整
、
交
通
面
で
の
安
全
対
策

は
。

答　
一
般
開
放
に
向
け
、 

令
和

３
年
５
月
に
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

と
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
た
。地
域
住
民
、学
校
、

事
業
者
等
と
の
調
整
を
は
じ
め
、

周
知
等
に
つ
い
て
連
携
す
る
。

一
般
開
放
に
向
け
た
準
備
会
を

設
け
、
庁
内
関
係
部
署
が
銀
行

関
係
者
と
開
園
後
の
施
設
利
用

等
に
関
す
る
調
整
を
進
め
て
い

る
。
安
全
対
策
は
、
施
設
沿
道

の
西
側
に
歩
行
者
通
路
の
整
備

を
進
め
、
交
通
整
理
の
誘
導
員

を
配
置
す
る
な
ど
の
対
応
を
図

る
と
伺
っ
て
い
る
。

意
見　
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ

は
災
害
時
に
大
き
な
地
域
資
源

に
な
る
と
思
う
。
共
同
の
避
難

訓
練
の
検
討
を
。

問　
連
続
立
体
交
差
化
の
進
捗

状
況
、
今
後
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。
田
無
駅
か
ら
花
小
金

井
駅
周
辺
の
連
続
立
体
交
差
事

業
は
。
ま
た
、
西
武
池
袋
線
大

泉
学
園
駅
か
ら
に
つ
い
て
も
進

め
る
べ
き
。
市
長
の
考
え
は
。

答　
昨
年
８
月
に
書
面
開
催
方

式
に
よ
る
用
地
測
量
等
説
明
会

を
開
催
。
令
和
５
年
度
ま
で
に

都
市
計
画
事
業
認
可
を
取
得
す

る
予
定
。
事
業
期
間
は
事
業
認

可
取
得
か
ら
約
15
年
間
。
西
武

新
宿
線
井
荻
駅
か
ら
西
武
柳
沢

駅
付
近
、
田
無
駅
か
ら
花
小
金

井
駅
付
近
、
西
武
池
袋
線
大
泉

学
園
駅
か
ら
保
谷
駅
付
近
、
ひ

ば
り
ヶ
丘
駅
か
ら
東
久
留
米
駅

付
近
、
こ
の
４
区
間
が
鉄
道
立

体
化
の
検
討
対
象
区
間
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
多
摩

北
部
都
市
広
域
行
政
圏
協
議
会

を
通
じ
て
都
や
西
武
鉄
道
株
式

会
社
に
対
し
要
請
活
動
を
行
っ

て
き
た
。
ま
ず
は
都
が
施
行
す

る
準
備
区
間
で
あ
る
井
荻
駅
か

ら
西
武
柳
沢
駅
間
を
着
実
に
進

め
る
。
そ
の
他
３
区
間
は
引
き

続
き
早
期
実
現
に
努
め
る
。

意
見　
田
無
駅
周
辺
で
の
連
続

立
体
化
は
、
花
小
金
井
駅
周
辺

の
小
平
市
民
の
方
々
と
の
意
見

交
換
な
ど
市
の
垣
根
を
越
え
た

活
動
も
始
ま
っ
て
い
る
。
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

問　
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

９
号
線
、
北
原
町
の
谷
戸
新
道

周
辺
の
進
捗
、
ま
た
谷
戸
新
道

交
差
点
の
渋
滞
対
策
は
。

答　
現
在
の
用
地
取
得
率
は
約

６
割
。
交
差
点
部
分
は
交
通
開

放
後
抜
け
道
と
し
て
利
用
さ
れ
、

歩
行
者
と
の
接
触
の
危
険
性
な

ど
か
ら
安
全
対
策
に
つ
い
て
要

望
が
あ
る
。
旧
道
へ
の
進
入
や

歩
行
者
や
自
転
車
の
通
行
に
つ

い
て
注
意
喚
起
を
す
る
看
板
が

複
数
箇
所
設
置
さ
れ
た
。
今
後

も
都
及
び
田
無
警
察
署
に
要
望

し
て
い
く
。
東
大
農
場
通
り
交

差
部
の
信
号
機
及
び
横
断
歩
道

の
設
置
検
討
を
都
へ
伝
え
、
改

善
を
要
望
し
て
い
る
。

問　
商
店
街
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
支
援
の
内
容
と
目
的
は
。

答　
防
犯
カ
メ
ラ
は
犯
罪
の
抑

止
だ
け
で
は
な
く
犯
人
検
挙
に

も
つ
な
が
る
な
ど
地
域
の
安

全
・
安
心
に
寄
与
す
る
。
令
和

５
年
度
か
ら
設
置
、
更
新
を
補

助
対
象
と
し
て
追
加
し
た
。

意
見　
駅
前
な
ど
も
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
市
が
積
極
的
に
進

め
て
ほ
し
い
。

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
取

組
と
、
そ
の
意
義
、
現
状
は
。

西
東
京
ふ
る
さ
と
探
究
学
習
の

取
組
、
期
待
す
る
こ
と
は
。

答　
小
中
学
校
７
校
を
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
指
定
し
、

学
校
運
営
協
議
会
の
委
員
に
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
や
青
少
年
育
成
会
、

児
童
委
員
、
避
難
所
運
営
協
議

会
、 

学
校
施
設
開
放
運
営
協
議

会
、
お
や
じ
の
会
な
ど
の
方
々

を
任
命
し
て
い
る
。
校
内
外
の

環
境
整
備
や
安
全
見
守
り
活
動
、

休
日
の
学
校
飼
育
動
物
の
世
話

な
ど
様
々
な
御
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
教
育
課
程
内
に
位
置
づ
け
、

教
員
が
地
域
と
積
極
的
に
つ
な

が
り
、
関
わ
り
を
深
め
、
目
指

す
べ
き
児
童
生
徒
の
資
質
、
能

力
を
地
域
と
共
有
し
、
そ
の
育

成
に
向
け
て
指
導
力
の
発
揮
を

期
待
し
て
い
る
。

意
見　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
も
あ
る
中
、

経
験
の
貧
困
に
な
ら
な
い
よ
う

進
め
て
ほ
し
い
。

問　
職
員
が
積
極
的
に
地
域
へ

出
向
き
つ
な
が
る
必
要
性
と
、

庁
内
の
機
運
を
生
み
出
す
た
め

の
取
組
と
研
修
体
制
は
。

答　
第
３
次
総
合
計
画
、
各
種

個
別
計
画
の
策
定
過
程
で
も
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
手
法
を
取
り

入
れ
る
な
ど
の
試
み
も
実
施
し

て
い
る
。

意
見　
職
員
が
地
域
に
出
て
い

く
こ
と
は
大
事
で
、
各
地
域
特

有
の
課
題
や
具
体
的
な
施
策
に

関
す
る
意
見
は
貴
重
だ
。

採択された陳情への市の対応

新型コロナウイルスワクチン接種における「適切な情報提供」は、市の重要な役割の一つとして取り組ん
でおり、引き続き国及び東京都の情報を注視し、様々な媒体を活用して適切な情報の提供に努めてまい
ります。

１ 市は、５歳から11歳への新型コロナウイルスワクチン接種が開始するに当たり、保護者が子どもへの
新型コロナウイルスワクチン接種の要否を検討するために必要な新型コロナウイルスでの各年代の死
亡者数及び重篤者数、また現時点で報告されている新型コロナウイルスワクチン接種後の各年代の死
亡者数及び重篤者数などを含めた副反応、副反応疑い報告についてのデータを市報、市ホームページ、
接種券同封書に掲載してください。

2 市は、５歳から11歳への新型コロナウイルスワクチン接種が開始するに当たり、「新型コロナウイルス
ワクチンの接種は感染を防ぐものではない」という厚生労働省の発表を明記の上、市報・市ホームペ
ージ・接種券同封書において、新型コロナウイルスワクチンの非接種者が差別やいじめを受ける対象
ではないこと。また、学校、幼稚園、保育園や習い事など子どもの日常生活における行動に制限を受
けてはならない旨を記載してください。

市が一層、性的マイノリティ当事者にとっても安心して暮らせる街にするた
め、性的マイノリティ当事者に対する差別及び差別を助長するようなことがな
いよう、性の多様性を尊重した施策を一層講じ、広く市民に周知されるように
してください。

新型コロナウイルスワクチン接種は、任意接種です。
そのため、感染症予防の効果と副反応のリスクの双方について、正しい知識を持っていただいた上で、保

護者の方の意思に基づいて接種を御判断いただくようお願いしています。引き続き適切な御判断をいただ
けるように、様々な媒体を活用して情報提供に努めています。
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市議会で採択された請願・陳情は、市長や教育長に送付され、その後の検討経過を市議会に報告することとなっています。
ここでは令和４年に採択または趣旨採択された陳情について市からの報告をお知らせします。

令和４年３月（第１回定例会）趣旨採択

５歳から11歳の新型コロナウイルスワクチン接種に関する適切な情報公開につきましての陳情

第４次男女平等参画推進計画に沿って、引き続き当事者の方々の御意見も伺
いながら、多様な性や生き方に関する理解の促進を図ってまいります。

第４次男女平等参画推進計画において、「人権尊重の観点から、性的マイノリ
ティへの支援について取り組む必要がある」こと。また、「偏見や差別を解消す
るため、性的マイノリティについての理解を促進し、多様な性のあり方を認め
合う意識の育成に努める」と示しております。
今後も引き続き、性自認や性的指向の多様なあり方、性別にとらわれない多

様な生き方を認める人権尊重の意識づくりを進めてまいりたいと考えており
ます。

令和４年12月（第４回定例会）採択

性の多様性について理解し尊重したまちにするための施策を求める陳情
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